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博
物
館
に
隣
接
す
る
「
み
な
と
つ
る
が
山
車
会
館
」
で

は
、
来
た
る
北
陸
新
幹
線
福
井
延
伸
に
向
け
、
老
朽
化
し

た
施
設
の
改
修
や
、
集
客
に
向
け
て
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充

実
、
山
車
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
の
展
示
の
基
礎
と
な
る

調
査
研
究
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
に
は
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
や
、
お
客

様
を
お
迎
え
す
る
人
形
の
衣
装
の
取
替
、
山
車
が
保
存
さ

れ
て
い
る
倉
庫
床
面
の
塗
り
直
し
な
ど
を
済
ま
し
、
今
年

度
は
建
物
の
側
面
に
看
板
を
設
置
し
た
り
、
子
供
達
に
配

布
す
る
山
車
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
作
成
し
た
り
、
展

示
機
能
を
高
め
る
た
め
の
本
格
的
な
博
物
館
仕
様
の
展
示

ケ
ー
ス
の
導
入
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
山
車
に
は
欠
か

せ
な
い
甲
冑
の
本
格
的
調
査
を
、
高
早
恵
美
学
芸
員
・
奥

本
律
子
学
芸
員
が
中
心
と
な
り
進
め
て
い
ま
す
。

　　　　
　
　

　

令
和
五
年
度
は
い
よ
い
よ
新
幹
線
延
伸
に
む
け
、
博
物

館
・
山
車
会
館
共
々
、
内
外
の
お
客
様
に
敦
賀
の
歴
史
文

化
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
様
々
な
展
示
、
コ
ン
テ
ン

ツ
の
設
置
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
皆
様
、
博
物
館
は
も
ち

ろ
ん
み
な
と
つ
る
が
山
車
会
館
に
も
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。（
入
館
料
は
必
要
で
す
。）

　

令
和
五
年
一
月
二
十
一
日
（
土
曜
日
）、
き
ら
め
き
み

な
と
館
小
ホ
ー
ル
で
、
第
二
〇
回
吉
継
カ
フ
ェ
が
奈
良
大

学
教
授
・
外
岡
慎
一
郎
先
生
を
講
師
に
迎
え
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
も
う
こ
の
講
座
は
二
〇
回
を
数
え
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
吉
継
に
関
す
る
歴
史
的
話
題
は
尽
き
ま
せ
ん
。
当

日
は
約
九
〇
名
の
お
客
様
が
聴
講
さ
れ
ま
し
た
。

題字：千葉半厓

文化振興ニュース

新幹線開業に向け山車会館リニューアルすすむ＆吉継カフェ

山車のペーパークラフトは全６基。結構精巧です。

みなとつるが山車会館建物側面に新設置の大型看板

今年度も開催した吉継カフェの様子。



　
房
州
酒
井
氏
の
海
防
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

友
の
会
会
長　

川
村　

俊
彦

　

昨
秋
の
令
和
４
年
度
特
別
展
「
敦
賀
藩
物
語
」
は
、

鞠
山
（
敦
賀
）
藩
の
歴
史
を
具
体
的
か
つ
体
系
的
に

理
解
す
る
上
で
有
意
義
な
企
画
で
あ
っ
た
。

　

筆
者
は
、
中
で
も
幕
末
に
近
江
国
高
嶋
郡
の

「
薄は

く
れ
ん斂

の
地
」
七
ヵ
村
か
ら
安
房
国
朝あ

さ
い夷

郡
安あ

ん
ば
や

馬
谷

村
外
二
ヵ
村
へ
、
三
千
石
の
領
地
替
え
が
あ
っ
た
こ

と
に
興
味
を
持
っ
た
。
七
代
藩
主
忠
毗
の
幕
閣
で
の

功
績
と
江
戸
近
海
の
海
防
が
そ
の
理
由
だ
と
い
う
。

異
国
船
の
江
戸
湾
内
海
へ
の
侵
入
に
備
え
、
弘
化
四

年
（
一
八
四
七
）、
幕
府
は
彦
根
藩
、
会
津
藩
に
沿

岸
警
備
を
命
じ
、
そ
の
後
、
有
力
大
名
が
相
次
い
で

相
・
房
・
総
の
三
州
で
そ
の
任
に
つ
い
た
が
、
そ
の

こ
と
と
関
連
し
た
措
置
で
あ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
表
題
の
房
州
酒
井
氏
と
は
、
勝
山
（
加
知

山
）
藩
の
こ
と
で
あ
る
。
安
房
勝
山
は
対
岸
に
三
浦

半
島
を
望
む
浦
賀
水
道
に
面
し
、
外
房
の
朝
夷
郡
と

は
腹
背
の
位
置
に
あ
る
。
勝
山
と
安
馬
谷
の
間
、
僅

か
二
〇
キ
ロ
に
満
た
な
い
が
、
両
藩
に
安
房
国
内
で

の
連
繋
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

　

そ
れ
で
は
、
江
戸
湾
口
に
臨
む
勝
山
陣
屋
の
動
静

は
如
何
な
る
様
子
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
鋸き

ょ
な
ん南

町
史
』（
一
九
八
三
）
に
よ
れ
ば
、

〇
嘉
永
六
年
六
月
四
日
安
房
国
勝
山
領
主
酒
井
安
芸

守
忠
一
届
老
中
へ

　
　
　

異
国
船
渡
来
の
件

　

�

一
、
私
領
分
、
安
房
国
平
郡
勝
山
よ
り
漁
猟
に
罷

出
候
者
、
昨
三
日
未
之
中
刻
頃
、
相
州
三
崎
沖
に
、

異
国
船
凡
そ
三
千
石
積
位
之
舟
四
艘
、
帆
柱
三
本

づ
つ
立
有
之
候
舟
相
見
候
趣
、
追
々
注
進
申
候
に

付
、
見
分
之
者
差
出
候
処
、
相
違
無
御
座
、
南
風

故
に
や
、
右
四
艘
共
相
州
浦
賀
表
へ
乗
入
候
趣
、

家
来
共
罷
帰
り
申
聞
候
。
依
之
近
領
之
面
々
へ
も

早
速
申
通
、
勝
山
浜
手
へ
壱
番
手
固
人
数
差
出
置

申
候
。
尚
又
此
上
時
宜
次
第
、
今
明
日
中
追
々
固

人
数
出
張
為
致
可
申
旨
、
在
所
家
来
共
よ
り
急
便

を
以
申
越
候
。
先
は
此
段
御
届
申
上
候
以
上
。

　
　

六
月
四
日　
　
　
　
　

酒
井
安
芸
守

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）、
八
代
藩
主
忠た

だ
か
ず一
が
、

ペ
リ
ー
の
黒
船
来
航
を
注
進
し
た
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

の
報
告
書
で
あ
る
。
旗
艦
サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
以
下
四
隻

で
浦
賀
ま
で
来
航
し
た
ペ
リ
ー
は
、
久
里
浜
で
米
大

統
領
の
国
書
を
幕
府
に
渡
し
、
回
答
を
翌
年
に
延
期

す
る
こ
と
を
認
め
、
琉
球
へ
と
去
る
。

〇
六
月
十
三
日
大
目
付
へ
警
固
人
数
引
払
の
件

　

�　

去
る
四
日
よ
り
追
々
御
届
申
達
候
異
国
船
四
艘　

帰
帆
之
趣
ニ
付
、
昨
十
二
日
暁
よ
り
遠
見
番
之
者

差
出
置
候
処
、
辰
刻
過
相
州
観
音
崎
沖
よ
り
外
海

之
方
へ
向
走
候
旨
…
（
略
）
…
巳
刻
頃
勝
山
遠
沖

通
船
仕
、
相
州
城
ケ
島
沖
よ
り
、
巳
下
刻
頃
房
州

洲
之
崎
夫
よ
り
豆
州
大
島
辺
へ
走
り
、
追
々
船
影

相
見
え
不
申
候
ニ
付
、
暫
見
合
、
午
刻
過
浜
手
警

衛
一
番
手
人
数
計
相
揃
置
、
其
外
は
陣
屋
内
へ
引

取
、
申
下
刻
弥
退
帆
之
様
子
ニ
付
、
固
人
数
不
残

引
取
申
候
…
（
略
）

　

緊
迫
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
文
書
で
あ
る
。

翌
年
一
月
、
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
以
下
七
隻
で
ペ
リ
ー
が

再
来
、
勝
山
藩
か
ら
の
注
進
は
三
月
ま
で
続
い
た
。

　

風
雲
急
を
告
げ
る
情
勢
の
中
、
安
芸
守
忠
一
は
、

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）、
三
八
歳
で
卒し

ゅ
つす
。

　

九
代
忠ち

ゅ
う
び美
の
と
き
に
は
蝦
夷
開
拓
に
着
手
し
た

が
、
明
治
四
年
の
廃
藩
に
よ
り
一
切
の
経
営
資
源
を

函
館
府
知
事
に
引
き
継
ぎ
、
終
焉
を
迎
え
る
。

　

今
回
、「
敦
賀
藩
物
語
」
を
契
機
に
勝
山
藩
の
海

防
の
一
端
を
垣
間
見
た
。い
ず
れ
、こ
の
藩
の「
物
語
」

も
繙ひ

も
とく
機
会
を
得
た
い
も
の
で
あ
る
。

れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより

れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより



◯
令
和
５
年
度
前
半
展
示
の
ご
案
内

▼
一
・
二
階
展
示
室

常
設
展
示
「
敦
賀
を
彩
る
歴
史
と
文
化
」　

通
年

　

常
設
展
で
は
、
一
～
二
か
月
の
期
間
で
一
部
の

コ
ー
ナ
ー
を
入
れ
変
え
な
が
ら
常
設
展
示
を
し
て
い

ま
す

▼
三
階
展
示
室

「
ジ
ャ
ク
エ
ツ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

　

き
ら
め
く
名
品
の
美
」

　
　

前
期　

四
月
二
日(�

日)

ま
で

　
　

後
期　

四
月
四
日
（
火
）
～�

五
月
七
日
（
日
）

　

近
・
現
代
の
美
術
史
に
名
を
の
こ
す
巨
匠
に
よ
る

珠
玉
の
絵
画
の
数
々
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
前
半
・

後
半
で
展
示
物
を
入
れ
替
え
ま
す
。お
見
逃
し
な
く
。

「
西
福
寺
文
書
紹
介
展

　

江
戸
時
代
～
西
福
寺
の
事
件
簿
～
」

　
　

五
月
九
日
（
火
）
～
七
月
二
〇
日
（
木
）

　

江
戸
時
代
、
西
福
寺
で
持
ち
上
が
っ
た
事
件
と
は

…
西
福
寺
の
貴
重
な
文
書
類
か
ら
、
そ
の
事
件
を

追
っ
て
み
ま
す
。

▼
二
・
三
階
展
示
室

特
別
展

「
内
海
吉
堂　

没
後
１
０
０
年
記
念
展
」

　
　

九
月
十
四
日
（
木
）
～
十
一
月
五
日
（
日
）

　

内
海
吉
堂
は
、
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
活

躍
し
た
敦
賀
の
南
画
家
で
す
。
本
年
は
、
吉
堂
没
後

百
年
に
あ
た
る
た
め
、
こ
れ
を
記
念
し
新
出
資
料
を

含
め
た
数
々
の
資
料
や
作
品
か
ら
、
そ
の
生
涯
と
画

業
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　
▼
二
階
展
示
室

近
代
資
料
展

「
敦
賀
の
学
校
い
ま
む
か
し
」

　
　

七
月
二
十
一
日
（
金
）
～
九
月
十
（
日
）

　

博
物
館
で
所
蔵
す
る
古
写
真
や
資
料
か
ら
、
あ
る

人
は
懐
か
し
く
、
あ
る
人
は
目
新
し
い
、
あ
の
こ
ろ

の
学
校
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
イ
ベ
ン
ト
情
報

GW
ジ
ャ
ク
エ
ツ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

関
連
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

か
ん
た
ん
！
た
の
し
い
！�

工
作�

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
親
子
で
つ
く
る
カ
ー
ド
ス
タ
ン
ド
」　

　
　

五
月
三
日
（
水
）・
四
日
（
木
）、
五
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
の
部　

十
時
三
〇
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
の
部　

一
時
三
〇
分
～

　

自
分
だ
け
の
フ
レ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
、
絵
は
が
き

や
写
真
を
飾
り
ま
せ
ん
か
？

〈
博
物
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
は
が
き
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
!
〉

参
加
無
料
（
各
回�

先
着
五
組
ま
で
）

夏
休
み
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
博
物
館
た
ん
け
ん
隊　

博
物
館
の
秘
密
を
探
れ
」　

　
　

七
月
二
十
九
日
（
土
）

　
　

八
月
十
一
日
（
金
）・
十
九
日
（
土
）

☆
☆
友
の
会
役
員
・
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
☆
☆

友
の
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
随
時
募
集
中
で

す
！
友
の
会
報
の
原
稿
も
募
集
中
で
す
！
ご
興
味
の

あ
る
方
は
博
物
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

連
絡
先　

☎
２
５
ー
７
０
３
３
ま
で

敦賀市立博物館友の会だより　9９号　( 令和５年３月 )
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事
務
局
長
の
期
待
と
つ
ぶ
や
き
・
・
・

���

ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
、
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ
と
連
携
し
【
世
界
三
大
古

戦
場
】
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
関
ヶ
原
に
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い

を
五
感
で
体
感
で
き
る
施
設
、
岐
阜
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館
が
あ

り
ま
す
。
記
念
館
内
で
は
世
界
で
も
類
を
見
な
い
規
模
で
行
わ
れ

た
一
大
合
戦
の
ス
ト
ー
リ
ー
映
像
を
体
感
で
き
る
の
で
す
が
、
言

わ
ず
も
が
な
こ
の
ス

ト
ー
リ
ー
の
主
人
公
の

う
ち
の
一
人
が
敦
賀
の

大
谷
吉
継
で
し
て
、
大

衆
を
魅
了
す
る
吉
継
の

資
質
が
存
分
に
発
揮
さ

れ
て
い
る
映
像
を
体
験

す
れ
ば
、
益
々
、
吉
継

フ
ァ
ン
が
増
え
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
敗
者
に
同
情
を
寄
せ
て
い
る
の
か
、
吉
継
を
は
じ
め
西

軍
武
将
フ
ァ
ン
の
声
が
大
き
い
関
ヶ
原
界
隈
で
す
が
、
２
０
２
３

年
大
河
ド
ラ
マ
放
送
開
始
後
か
ら
記
念
館
で
は
大
河
ド
ラ
マ
で
使

用
し
た
衣
装
や
等
身
大
パ
ネ
ル
を
展
示
し
た
り
、
徳
川
家
康
グ
ッ

ズ
の
販
売
に
力
を
い
れ
て
る
な
ど
の
新
風
が
吹
き
込
み
家
康
フ
ァ

ン
に
な
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
ま
す
。
と

い
う
の
も
松
本
潤
さ
ん
扮
す
る
家
康
が
着
用
し
て
い
る
金
陀
美
具

足
に
痺
れ
、
ち
ょ
っ
と
捻
り
を
加
え
白
檀
塗
具
足
を
調
達
し
て
し

ま
う
人
も
い
ま
す
か
ら
・（
私
で
す
）。

　

吉
継
も
家
康
も
敦
賀
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
、こ
の
２
人
の
フ
ァ

ン
が
関
ヶ
原
古
戦

場
、
大
河
ド
ラ
マ

な
ど
を
切
っ
掛
け

に
で
も
敦
賀
を
訪

ね
て
く
れ
る
事
を

願
っ
て
ま
す
。

白檀塗具足（レプリカ）

関ヶ原古戦場記念館

博
物
館
の
つ
ぶ
や
き
・
・
・

　
今
回
、
み
な
と
つ
る
が
山
車
会

館
に
お
い
て
、
甲
冑
調
査
を
実
施

し
た
東
京
国
立
博
物
館
名
誉
館
員

の
池
田
宏
先
生
に
よ
る
と
、
祭
り

の
屋
台
に
載
せ
る
造
形
物
は
、
載

せ
る
人
形
に
あ
わ
せ
て
作
ら
れ

た
、
あ
え
て
た
と
え
る
な
ら
模
造

品
的
な
も
の
が
一
般
的
で
あ
る

中
、
敦
賀
の
山
車
の
甲
冑
は
、
実

際
に
人
が
着
用
で
き
る
本
格
的
な

も
の
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
武
家
が
好
む
黒
や
紺
で
は
な
く
、
赤
や
萌
黄
の
威お
ど
しや
金
色
の
札さ
ね

な
ど
、

見
ら
れ
る
こ
と
を
意
識
し
た
華
美
な
も
の
が
多
い
。
と
の
こ
と
。

　

幕
末
に
氣
比
神
宮
の
神
官
・
石
塚
資
元
が
著
わ
し
た
敦
賀
の
地
誌
『
敦

賀
志
』
に
、「
武
具
馬
具
等
何
れ
も
真ま
こ
との
物
を
用も
ち

ふ
」
そ
し
て
山
車
は

「
其
麗う
る

は
し
き
事
た
ぐ
ひ
稀ま
れ

也
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
今
回
改
め

て
実
証
さ
れ
た
と
言
え
ま
す
。
こ
の
調
査
結
果
は
、
祭
り
の
賑
わ
い
に
、

心
を
砕
い
た
敦
賀
商
人
の
心
意
気
の
歴
史
を
示
す
も
の
で
す
。
こ
れ
ら

は
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。博

物
館
研
究
紀
要
で
は
、
氣
比

神
宮
で
再
発
見
さ
れ
た
屏
風
の

調
査
報
告
も
出
ま
す
。
新
た
な

歴
史
の
再
発
見
が
新
年
度
も
続

き
ま
す
。
皆
様
も
、
我
ら
が
友

の
会
事
務
局
長
の
様
に
、
自
由

に
歴
史
の
発
見
や
解
釈
を
し
た

り
、
美
し
い
も
の
を
観
賞
し
た

り
し
て
、
今
年
も
博
物
館
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

博物館３階にも新しい展示ケースが

導入され。只今ジャクエツコレク

ションが展示されています。

調査の一環である甲冑の撮影風景。


